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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物の温度を提示する装置であって、
　第１の面から、この面とは反対の第２の面へ蒸気を放出することができるように構成さ
れた穿孔を有する多孔質基材と、
　第１相変化温度を有する第１の相変化インクを用いて、前記多孔質基材の第１の面に印
刷される第１画像パターンの鏡像と、
　前記多孔質基材の第１の面に塗布されて、第１の面と対象物との間に第１画像パターン
を配置するために、対象物に前記多孔質基材の第１の面を貼り付けられるようにする接着
剤層と、を含む装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記相変化インクは、疎水性である、装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置であって、
　第２相変化温度を有する第２の相変化インクを用いて、前記多孔質基材の前記第１の面
に印刷される第２画像パターンの鏡像を更に含み、
　前記第１相変化温度は、前記第２相変化温度よりも低い温度である、装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記第１の相変化インクは黒色である、装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記第１画像パターンの前記鏡像は、同じ相変化温度を有する少なくとも２種類の相変
化インクを用いて印刷され、前記鏡像の印刷に用いられる前記２種類の相変化インクは、
異なる色を有する、装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記相変化インクと前記接着剤層の間に設けられる熱絶縁層を更に含む、装置。
【請求項７】
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　温度を提示する物を製造する方法であって、
　第１画像パターンの鏡像を形成するために、多孔質基材の第１の面に第１の相変化イン
クを印刷し、
　多孔質基材の第２の面へ多孔質基材を通って第１の面の蒸気を放出することができるよ
うに、多孔質基材に孔をあけ、
　多孔質基材の第１の面に接着剤を塗布し、
　第１の面に印刷された鏡像が多孔質基材と対象物との間に差し込まれるようにして、塗
布された接着剤により多孔質基材を対象物に貼り付ける、方法
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、
　接着剤層は、多孔質基材上に印刷された鏡像を覆うように塗布される、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　相変化インクと接着剤層の間に熱絶縁層を更に配置する、方法。
【請求項１０】
　請求項７に記載の方法であって、
　接着剤層と対象物の間に熱絶縁層を更に配置する、方法。
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